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創
立
50
周
年
を
迎
え
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

「E
M
PO
W
E
R
   T
H
E
   PE
O
PLE

  

〜
心
に

響
く
医
を
、
私
た
ち
が
い
る
か
ぎ
り
〜
」
と

刷
新
し
た
兵
庫
医
科
大
学
。
病
気
の
治
療
に

と
ど
ま
ら
ず
、
患
者
に
生
き
る
力
を
与
え
る

医
療
人
の
育
成
を
め
ざ
す
。
記
念
事
業
の
ひ

と
つ
が
、
兄
弟
校
で
あ
る
兵
庫
医
療
大
学

（
神
戸
市
）
と
の
統
合
だ
。
２
０
２
２
年
度

か
ら「
医
学
部
」「
薬
学
部
」「
看
護
学
部
」「
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
」
の
４
学
部
体
制

で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。
統
合
し
た
こ

と
で
得
ら
れ
る
効
果
に
つ
い
て
、
野
口
光
一

学
長
は
次
の
よ
う
に
抱
負
を
語
る
。

「
４
学
部
が
そ
ろ
う
こ
と
で
、
総
合
的
な
医

療
教
育
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
医
療
現
場
で

長
年
培
っ
て
き
た
経
験
と
実
力
に
基
づ
い
た

も
の
で
あ
り
、
貴
重
な
財
産
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
」

　
能
動
的
な
学
び
が
多
い
の
も
、
兵
庫
医
科

大
の
特
徴
だ
。
そ
の
ひ
と
つ
が
１
年
次
か
ら

行
わ
れ
て
い
る「T

eam
  Based   Learning

（
Ｔ
Ｂ
Ｌ
）」。
学
生
は
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ

を
も
と
に
予
習
し
、
授
業
で
個
別
試
験
を
行

っ
た
後
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
討
論
す
る
。

グ
ル
ー
プ
が
導
き
出
し
た
回
答
を
教
員
と
共

有
す
る
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
、
教
員
は
そ
れ

を
見
て
学
生
と
や
り
と
り
を
す
る
。
評
価
は

回
答
の
正
否
だ
け
で
な
く
、
発
言
や
貢
献
度

な
ど
学
生
同
士
の
相
互
評
価
も
反
映
さ
せ
て

い
る
。

　
４
年
次
に
は
臨
床
推
論
を
英
語
で
学
ぶ
。

は
チ
ー
ム
医
療
が
標
準
化
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
経
験
を
積
む
た
め
に

も
臨
床
実
習
は
必
須
の
課
題
。
ま

だ
行
っ
て
い
る
大
学
は
少
な
く
、

西
日
本
で
は
本
学
が
先
鞭
を
つ
け

て
い
き
た
い
」

　
両
大
は
兄
弟
校
の
た
め
交
流
が

厚
く
、
こ
れ
ま
で
も
４
学
部
生
に
よ
る
グ
ル

ー
プ
討
議
、
模
擬
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
の

「
チ
ー
ム
医
療
演
習
」
を
行
っ
て
き
た
。
今

後
は
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、「
多
職
種
連
携
総

合
臨
床
実
習
（※

仮
称
）」
と
し
て
、
今
ま

で
学
部
ご
と
に
実
施
し
て
き
た
臨
床
実
習
を
、

学
部
混
合
の
グ
ル
ー
プ
で
行
う
。
実
習
の
場

と
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
を
行
っ
て

い
る
、
兵
庫
医
科
大
学
さ
さ
や
ま
医
療
セ
ン

タ
ー
な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
当
初
は
選

択
制
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
ゆ
く
ゆ
く
は

全
学
必
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
拡
大
す
る
方
針

だ
。

　
　

　
　

　
　

　
も
と
も
と
兵
庫
医
科
大
学
は
、
教
育
力
に

定
評
が
あ
る
。
そ
れ
を
客
観
的
に
評
価
し
た

患
者
の
症
状
や
症
候
か
ら
疾
患
を
絞
り
込
む

臨
床
推
論
力
と
、
高
度
な
医
系
英
語
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
講
師

は
米
国
か
ら
、
医
学
教
育
の
経
験
豊
か
な
内

科
医
の
教
授
を
招
聘
。
学
生
へ
の
評
価
は
、

手
を
挙
げ
た
回
数
や
発
言
し
た
内
容
な
ど
、

積
極
性
を
対
象
と
す
る
。

　
18
年
に
は
、
従
来
複
数
の
建
物
に
分
か
れ

て
い
た
教
育
・
研
究
施
設
を
集
約
し
、
大
学

の
知
の
拠
点
と
な
る
「
教
育
研
究
棟
」
を
オ

ー
プ
ン
。
実
習
室
や
講
義
室
の
ほ
か
、
少
人

数
で
グ
ル
ー
プ
学
習
で
き
る
Ｓ
Ｇ
Ｌ（
ス
モ

ー
ル
・
グ
ル
ー
プ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）、
自
習

室
な
ど
を
設
け
て
、
学
生
が
主
体
的
に
学
べ

る
環
境
を
整
備
し
た
。

　
　

　
　

　
　

の
が
、「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本

版
２
０
２
１
」
だ
。「
教

育
リ
ソ
ー
ス
」
部
門
で

全
国
２
位
、
私
立
大
で

は
１
位
を
獲
得
（
右
下

コ
ラ
ム
参
照
）。
教
育

リ
ソ
ー
ス
は
「
学
生
１

人
当
た
り
の
教
員
比

率
」
や
「
学
生
１
人
当

た
り
の
資
金
」
な
ど
５

項
目
で
評
価
さ
れ
る
。

「
確
か
に
学
生
１
人
当
た
り
の
教
員
数
は
多

い
。
教
員
を
そ
ろ
え
る
こ
と
で
学
生
に
対
す

る
き
め
細
や
か
な
教
育
が
で
き
、
研
究
の
質

も
保
て
ま
す
」（
野
口
学
長
）

　
学
習
を
支
援
す
る
医
学
教
育
セ
ン
タ
ー
に

は
、
医
師
国
家
試
験
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
専
任

の
教
員
が
４
人
お
り
、
合
格
率
で
は
近
年
好

成
績
を
維
持
し
続
け
て
い
る
。
そ
の
秘
訣
は
、

質
の
良
い
試
験
問
題
を
作
る
こ
と
だ
と
野
口

学
長
は
言
う
。

「
学
生
は
、
深
く
考
え
る
問
題
に
反
応
し
ま

す
。
本
学
の
教
員
は
、
国
家
試
験
に
匹
敵
す

る
よ
う
な
良
問
を
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

　
今
回
の
統
合

で
は
、
研
究
面

で
の
効
果
も
期

待
さ
れ
る
。

「
生
命
化
学
の

研
究
は
、
最
終

的
に
薬
と
繋
が

る
。
医
学
部
と

薬
学
部
が
協
力

し
、
研
究
の
レ

ベ
ル
を
最
大
限
に
上
げ
て
い
き
た
い
」（
野

口
学
長
）

　
現
在
日
本
の
先
端
を
行
く
研
究
と
し
て
、

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
を
補
強
す
る
「
ア
ジ
ュ
バ

ン
ト
」
の
開
発
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

研
究
力
が
認
め
ら
れ
、
14
年
度
に
は
「
研
究

医
コ
ー
ス
」
と
し
て
医
学
部
定
員
が
２
名
増

員
さ
れ
た
。
統
合
を
機
に
研
究
に
も
力
を
注

ぎ
、
大
学
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
育
て
て
い
く
。

野
口
学
長
は
、
50
周
年
の
先
の
未
来
に
向
け

て
抱
負
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
人
々
を
元
気
づ
け
る
よ
う
な
医
療
人
を
育

て
る
の
が
我
々
の
使
命
。
そ
の
使
命
を
追
求

し
続
け
る
こ
と
を
、
兵
庫
医
科
大
の
関
係
者

全
員
が
誇
り
に
思
え
る
よ
う
な
大
学
に
し
て

い
き
た
い
」

　
創
立
者
の
森
村
茂
樹
は
、
精
神
科

医
だ
っ
た
父
親
の
後
を
継
ぎ
、
１
９

４
７
年
に
武
庫
川
脳
病
院
の
院
長
に

就
任
。
篤
志
家
の
森
村
は
院
内
の
業

務
だ
け
で
な
く
、
地
域
医
療
や
社
会
福
祉
活
動
に
心
血

を
注
い
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
医
師
の
不
足
を
痛
感
し
、

医
療
者
の
育
成
、
地
域
社
会
へ
の
高
度
医
療
の
必
要
性

を
感
じ
大
学
設
立
へ
と
ま
い
進
し
、
１
９
７
２
年
に
兵

庫
医
科
大
学
を
開
学
し
た
。
権
威
主
義
を
嫌
い
、
建
学

の
精
神
を
「
社
会

の
福
祉
へ
の
奉

仕
」「
人
間
へ
の

深
い
愛
」「
人
間

へ
の
幅
の
広
い
科

学
的
理
解
」
と
し

た
。
同
年
、
同
じ

敷
地
内
に
地
域
の
中
核
病
院
と
な
る
兵
庫
医
科
大
学
病

院
を
開
院
。
１
９
９
７
年
に
は
兵
庫
医
科
大
学
篠
山
病

院
（
現
・
兵
庫
医
科
大
学
さ
さ
や
ま
医
療
セ
ン
タ
ー
）

を
開
設
。
２
０
０
７
年
兵
庫
医
療
大
学
を
開
学
。
関
西

学
院
大
学
と
学
術
交
流
に
関
す
る
包
括
協
定
を
締
結
す

る
。
創
立
50
周
年
を
迎
え
た
２
０
２
２
年
に
兵
庫
医
療

大
学
と
統
合
し「
医
学
部
」「
薬
学
部
」「
看
護
学
部
」「
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
」
を
有
す
る
関
西
有
数
の
医

系
総
合
大
学
に
。
創
立
者
の
理
念
を
受
け
つ
ぎ
な
が
ら

「EM
PO
W
ER
TH
E
 PEO

PLE 

〜
心
に
響
く
医
を
、

私
た
ち
が
い
る
か
ぎ
り
〜
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
未

来
に
向
け
て
歩
み
を
進
め
る
。

　
兵
庫
医
科
大
学

で
は
開
学
50
周
年

事
業
と
し
て
、
３

本
の
柱
を
打
ち
立

て
て
い
る
。
そ
の
１
つ
め
の
柱
が
教

育
改
革
の
目
玉
と
な
る
兵
庫
医
療
大

学
と
の
統
合
。
２
つ
め
は
２
０
２
６

年
に
西
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
院
す
る
、
新
病
院
棟
の
建
設

だ
。「H

um
anC

entered H
ospital

」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

患
者
と
働
く
人
間
の
両
者
に
優
し
い
病
院
を
め
ざ
す
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
駆
使
し
て
業
務
の
効
率
化
を
は
か
り
、
空
い
た
時

間
を
医
療
の
本
質
で
あ
る
、
検
査
や
診
察
に
振
り
分
け
る
。

大
学
病
院
の
課
題
で
あ
る
待
ち
時
間
の
長
さ
や
複
雑
な
動

線
も
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
短
縮
を
め
ざ
す
。
建
物
は
８

４
０
床
を
擁
す
る
15
階
建
て
で
、
病
棟
に
は
ス
タ
ッ
フ
ル

ー
ム
や
学
生
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
多
職
種
連
携
の
推
進
と

共
に
教
育
機
能
を
充
実
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
３
つ
め
の
柱

が
２
０
２
２
年
10
月
、
大
阪
梅
田
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
ズ
・
サ

ウ
ス
内
に
開
院
す
る
「
兵
庫
医
科
大
学
梅
田
健
康
医
学

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
だ
。
大
阪
随
一
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
に
設
置
す

る
こ
と
で
、
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
診

療
機
能
と
健
診
機
能
を
両
立
さ

せ
る
。
さ
ら
に
、
た
と
え
ば
兵

庫
医
科
大
学
病
院
で
手
術
を
行

っ
た
後
に
患
者
の
情
報
を
共
有

し
、
術
後
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行
う

な
ど
、
本
院
と
連
携
す
る
サ
テ

ラ
イ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
の

役
割
も
担
う
。
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関
西
有
数
の
医
系
総
合
大
学
と
し
て

心
に
響
く
医
療
人
育
成
を
め
ざ
す

こ
れ
ま
で
に
４
５
０
０
人
以
上
の
医
師
を
輩
出
し
て
き
た
兵
庫
医
科
大
学
。

２
０
２
２
年
４
月
の
大
学
統
合
を
機
に
医
系
総
合
大
学
と
し
て
教
育
を
深
化
さ
せ
て
い
く
。

創
立
50
周
年
を
迎
え
た
今
、こ
の
先
の
未
来
を
ど
の
よ
う
に
舵
取
り
し
て
い
く
の
か
。

野
口
学
長
に
話
を
聞
い
た
。

21st Century University

大阪大学医学部卒業。大阪大
学医学部助手などを経て1994
年兵庫医科大学教授に着任。
教務部長、入試センター長など
に就任し2016年から現職

学長　野口 光一

武庫川河畔に隣接し、六甲の山並みが
背景に広がる絶好のロケーション。兵庫
医科大学病院も同じ敷地内にあり、実習
の利便性がいい。

　兵庫医科大学の質の高い教育は、客観的な
評価でもうかがい知ることができる。イギリスの
Times Higher Educationが行っている「THE 世
界大学ランキング日本版2021」の教育リソース
分野では、全国2位、私立大学で1位を獲得。同
分野は「大学でどれだけ充実した教育が行われて
いるか」を表しており、高い教育リソースを持って
いることが評価された。

西宮キャンパス ［医学部］

特別企画

21世紀大学

統
合
の
研
究
効
果
も
期
待

関
係
者
が
誇
れ
る
大
学
に

能
動
的
な
学
び
を
展
開

1
年
次
か
ら
グ
ル
ー
プ
討
論

４
学
部
が
連
携
し

総
合
的
な
医
療
教
育
を
実
践

▼
建学の精神と
兵庫医科大学
の歩み

全国

2位
私立

1位教育の資源を表す
「教育リソース」

▼
50周年記念
3つの事業

教育を支える
３つのキャンパス

〒650-8530   
兵庫県神戸市中央区港島1丁目3番地6
TEL.078-304-3000（代）　

神戸ポートアイランド上に立地、海に面し
た広 と々したキャンパス。神戸の中心地・
三宮にほど近く交通の利便性も高い。

神戸キャンパス

〒669-2321 兵庫県丹波篠山市黒岡5
TEL.079-552-1181（代）　

城下町・丹波篠山の面影が残る自然豊
かなキャンパス。地域の拠点病院としての
役割を担うとともに、臨床実習など教育の
場としての機能を果たしている。

創立50周年を機に
新たな兵庫医科大学
が誕生

［薬学部・看護学部・リハビリテーション学部］

篠山キャンパス
［兵庫医科大学ささやま医療センター、
ささやま老人保健施設など］

西宮キャンパス教育研究棟。上段は4階
のオープンスペース。学生が休憩したり
自主学習に使ったりするスペースをたくさ
ん設けている。中段は学生ラウンジ、下
段はラーニングスクエア。自主学習や息
抜きの場が設けられている

ガラスを使用した開放的で明るい講堂など、建物
や環境が美しい神戸キャンパス

チーム医療演習の
様子。学部やキャン
パスの枠を超えて一
緒に学ぶ

大阪梅田ツインタワーズ・サウスに開設予
定の梅田健康医学クリニック（イメージ）兵庫医科大学

https://www.hyo-med.ac.jp/


